
「つるみ臨海フェスティバル」にて広報活動

パジェロに乗って？「はいチーズ」

賑
わ
い
を
見
せ
た
。
ま
た
、
災
害
派
遣
活
動
パ
ネ
ル
を

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
）
の
展
示
や
ち
び
っ
こ
迷
彩
服
の
試
着
な

広
報
活
動
を
行
っ
た
。

て
下
さ
い
」
な
ど
、
自
衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
慰
労
の

横
浜
出
張
所
は
、「
今
後
も
、
地
域
と
密
接
に
連
携

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

区
に
あ
る
入
船
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
つ
る
み
臨
海
フ

迷
彩
服
試
着
コ
ー
ナ
ー
に
は
多
く
の
親
子
連
れ
が
集
ま

自衛隊記念日観閲式で行進する息子を観て思ったこと

ブースに激励に訪れた募集相談員

徒
で
あ
る
息
子
が
行
進
す
る
姿
を
観
る
た
め
に
朝
霞

昨
年
度
入
校
し
た
生
徒
の
母
親
か
ら
手
紙
を
頂
い
た

臣
）
臨
場
に
よ
り
式
典
が
始
ま
り
、
観
閲
官
訓
示
が

る
順
番
に
な
り
ま
し
た
。
第
２
大
隊
の
先
頭
か
ら
８

り
な
が
ら
親
元
を
離
れ
、
国
防
の
た
め
自
衛
官
と
し

感
じ
と
る
一
方
、
親
と
し
て
は
複
雑
な
心
境
で
、
寂

に
入
隊
さ
せ
た
こ
と
は
、
親
と
し
て
本
当
に
良
か
っ

こ
れ
か
ら
は
国
民
の
た
め
、
私
た
ち
家
族
の
た
め
、

官
の
前
を
凛
々
し
く
行
進
す
る
息
子
を
発
見
し
ま
し

月
２
３
日
（
日
）、
茅
ヶ
崎
市
が
主
催

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
浜
出
張
所
（
所
長　

服
部

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所
（
所
長

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
藤
沢
募
集
案

内
所
（
所
長 

嶌
津
准
陸
尉)

は
、
１
０

ィ
バ
ル
２
０
１
６
」
に
お
い
て
、
広
報

ブ
ー
ス
を
設
置
し
広
報
活
動
を
実
施
し

た
。

啓
発
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
災
害
時
に
連

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市
の
防
災

し
た
「
ち
が
さ
き
消
防
防
災
フ
ェ
ス
テ

携
が
必
要
と
な
る
各
種
関
係
機
関
に
よ

る
展
示
及
び
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

乗
車
体
験
エ
リ
ア
で
は
、
消
防
車
や
救

遣
活
動
パ
ネ
ル
や
非
常
用
糧
食
展
示
に

を
受
け
て
自
衛
隊
車
両
（
３ 

１
／
２
ｔ

急
車
と
と
も
に
、
第
４
施
設
群
の
支
援

ト
ラ
ッ
ク
）
の
体
験
試
乗
が
行
わ
れ
た
。

自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、
迷
彩
服
試
着
コ

ー
ナ
ー
に
多
く
の
子
供
た
ち
が
集
ま
り
、

展
示
車
両
の
荷
台
に
乗
り
込
ん
で
写
真

撮
影
す
る
な
ど
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
ま
た
、
多
く
の
来
場
者
が
災
害
派

「ちがさき消防防災フェスティバル」にて広報活動
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見
入
る
な
ど
、
市
民
の
防
災
へ
の
関
心

の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

藤
沢
募
集
案
内
所
長
は
、「
今
後
も

地
域
住
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
防
衛
基

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、

盤
の
拡
充
を
図
り
た
い
」
と
し
て
い
る
。

１
０
月
２
３
日
（
日
）、
高
等
工
科
学
校
２
教
生

の
で
紹
介
す
る
。

岡
山
１
海
尉
）
に
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
に

訓
練
場
へ
向
か
い
ま
し
た
。
観
閲
官
（
内
閣
総
理
大

終
わ
り
、
さ
あ
、
い
よ
い
よ
我
が
子
が
行
進
し
て
く

た
。
そ
の
姿
か
ら
、
ま
だ
１
７
歳
と
い
う
年
齢
で
あ

て
自
立
し
生
き
て
ゆ
く
決
意
と
い
う
よ
う
な
も
の
を

し
さ
で
涙
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。
我
が
子
を
自
衛
隊

た
の
か
と
い
う
自
戒
め
い
た
心
境
で
す
。
し
か
し
、

列
目
の
手
前
か
ら
２
番
目
。
一
瞬
で
し
た
が
、
観
閲

息
子
へ
一
言
、「
心
技
体
を
鍛
え
、
あ
な
た
の
思

に
し
、
た
だ
た
だ
寂
し
い
と
い
う
気
持
ち
は
捨
て
る

私
の
自
慢
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

観
閲
行
進
で
の
息
子
の
勇
姿
を
改
め
て
目
の
当
た
り

自
衛
官
と
な
る
我
が
子
は
こ
の
上
な
い
誇
り
で
あ
り
、

も
応
援
し
ま
す
」

う
立
派
な
自
衛
官
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら

り
、
展
示
車
両
の
前
で
記
念
撮
影
す
る
な
ど
、
大
い
に

自
衛
隊
ブ
ー
ス
で
は
、
自
衛
隊
小
型
車
両
（
１
／
２

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
、
広
報
ブ
ー
ス
を
設
置
し

見
学
し
た
来
場
者
か
ら
は
、「
大
変
で
す
ね
、
頑
張
っ

言
葉
も
多
く
聞
か
れ
た
。

し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
自
衛
隊
の
活
動
を

３
陸
佐
）
は
、
１
０
月
１
５
日
（
土
）、
横
浜
市
鶴
見

ど
を
行
い
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
っ
た
。
特
に
、


